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〈
令
和
3
年
度
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー

�

人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
〉

　

令
和
3
年
度
定
時
総
会
が
、
6
月
25
日
大
穂
交
流
セ

ン
タ
ー
2
F
研
修
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
昨
年
に
続
き
書
面

議
決
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
事
次
第
に
し
た
が
い
、尾
台
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、

つ
く
ば
市
長
五
十
嵐
立
青
さ
ま
か
ら
の
ご
祝
辞
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
と
委
任
状
の
数
が
発
表
さ
れ
、

総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
て
、
次
の
議
題
を
審
議
し
、

質
問
に
対
す
る
応
答
を
経
て
、
定
款
決
議
規
定
に
基
づ

い
て
す
べ
て
の
案
件
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
1
号　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号　

令
和
2
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
及

び
監
査
報
告

　

議
案
第
3
号　

理
事
候
補
者
の
選
任
に
つ
い
て

　

報
告
第
1
号　

令
和
2
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

報
告
第
2
号　

令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

報
告
第
3
号　

令
和
3
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　

議
長
解
任
後
、
安
全
委
員
長
よ
り
「
安
全
標
語
」
の

発
表
が
あ
り
、
最
優
秀
作
品
と
し
て
「
安
全
は　

年
中

無
休
で　

油
断
せ
ず
」、
他
優
秀
作
品
5
件
が
披
露
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
会
員
表
彰
が
行
わ
れ
、
無

事
、
総
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

〈
五
十
嵐
つ
く
ば
市
長
の
ご
祝
辞
〉

　

つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

か
ら
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
「
き
ず

な
」、
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
事
業
、

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
、
空
き
家
対
策
事
業
な
ど
、
市

政
全
般
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
協
力
と
深
い
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
多
く
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、
大
変
苦
慮
さ
れ
て
い

る
中
で
、
皆
さ
ま
に
は
布
マ
ス
ク
を
製
作
し
寄
贈
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
た
め
に
日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

つ
く
ば
市
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
自

分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
高
齢
者
の
雇
用
や
生
き
が
い
を
創
出
す
る
場
と

な
り
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
さ
れ

て
い
る
姿
は
、
つ
く
ば
市
に
と
っ
て
大
き
な
活
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
く
ば
市
で
は
、
皆
さ
ま
が
さ
ら
に

充
実
し
た
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
、
活
動

内
容
の
紹
介
や
会
員
募
集
の
周
知
を
通
し
て
、
新
た
な

就
業
先
の
開
拓
や
就
業
機
会
の
増
加
、
会
員
の
増
加
に

つ
な
が
る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

〈
理
事
長
の
ご
挨
拶
〉

　

令
和
3
年
度
の
定
時
総
会
は
、
昨
年
と
同
様
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
会
員
参
加
の
な
い
『
書
面

議
決
』
に
よ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
1
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
、
さ
ら
に
シ
ル

バ
ー
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
、
事
務
局
職
員
の
構
成
も

大
き
く
変
り
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
問
題
や
課
題
に
直

面
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
の
『
緊
急
事

態
宣
言
』
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
や
移
動
の
自
粛
、

セ
ン
タ
ー
も
種
々
の
集
ま
り
や
会
議
の
中
止
な
ど
に

よ
っ
て
日
常
の
運
営
に
も
影
響
が
で
ま
し
た
。
ま
た
、

『
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
』、
65
歳
定
年
と
70
歳
ま
で
の

再
雇
用
の
努
力
義
務
の
制
度
化
、シ
ル
バ
ー
で
は
委
託
・

請
負
事
業
か
ら
派
遣
事
業
へ
の
移
行
の
強
化
な
ど
の
労

働
環
境
の
変
動
、
事
務
局
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
退

職
に
伴
う
新
し
い
職
員
の
採
用
で
雰
囲
気
や
業
務
の
対

応
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　

3
年
度
は
、
会
員
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
、
就
業
先
の

陰
り
な
ど
で
難
し
い
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
理
事
会
、
事
務
局
が
一
丸
に
な
っ
て
会
員
の
拡

大
、
就
業
開
拓
、
後
継
者
の
育
成
な
ど
に
力
を
入
れ
、

さ
ら
に
諸
経
費
の
見
直
し
な
ど
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
の
30
周
年
記
念
事
業
の
準
備
も
あ
り
、
会
員

全
体
の
結
集
が
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

〈
新
役
員
紹
介
〉

　

新
し
い
理
事
3
名
が
総
会
で
承
認
さ
れ
た
の
で
、
新

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

理  

事  

長　
　

尾
台　

昌
治

　

副
理
事
長　
　

成
島　

和
子

　

理　
　

事　
　

小
杉　

晴
彦 

＊
1

　
　
　
　
　
　
　

真
尾　

絹
子 

＊
1

　
　
　
　
　
　
　

大
塚　
　

誠
・
里
信　

隆
義

　
　
　
　
　
　
　

武
井　
　

義
・
土
田
禎
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

淳
一
・
薬
師
寺
晴
美

（注）きずなの中では「つくば市シルバー人材センター」を「センター」と称する場合があります。
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酒
井　

清
貴 

＊
2

　

監　
　

事　
　

金
子　

和
雄
・
山
峰　

國
彦

（
注
）	
順
不
同
。
＊
1
再
任
、
＊
2
新
任
、
こ
れ
以
外

は
す
べ
て
任
期
継
続
中
。

〈
会
員
表
彰
〉

　

正
会
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、
つ
く
ば
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

を
称
え
、
定
時
総
会
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
つ
く

ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰
規
定
に
よ
り
、
次

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
80
歳
以
上
の
表
彰
者
：
24
名
（
内
女
性
7
名
）

・
功
労
者
表
彰（
在
籍
15
年
以
上
）：
14
名（
内
女
性
3
名
）

〈
30
周
年
記
念
事
業
の
推
進
〉

　

つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
3
年

（
1
9
9
2
年
）
に
社
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
茎

崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
合
併
な
ど
幾
多
の
変

遷
を
経
て
令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
）
で
30
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

令
和
2
年
12
月
の
理
事
会
に
お
い
て
現
在
の
理
事
会

が
30
周
年
記
念
事
業
を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
各
部
会
、
委
員
会
に
お
い
て
協
議

を
重
ね
、
お
お
む
ね
令
和
4
年
5
月
下
旬
開
催
を
目
指

し
、
記
念
誌
発
行
分
科
会
、
催
事
実
行
分
科
会
を
設
置

し
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
誌
の
編
集
内
容
、
催
事
の
内
容
な

ど
を
具
体
的
に
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
外
出
、
集
会
も

は
ば
か
る
緊
急
事
態
の
中
で
、
会
員
の
協
力
を
も
と
に

一
歩
一
歩
目
標
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

〈
新
年
度
の
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
〉

「
理
事
会
」

　

セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
の
認
識
に

立
っ
て
、
誠
実
に
仕
事
に
従
事
し
お
客
さ
ま
に
信
頼
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
理
事
会
を

先
頭
に
、
役
員
を
は
じ
め
と
し
て
会
員
そ
し
て
事
務
局

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
必
須

で
す
。
次
の
3
点
を
重
点
に
行
い
ま
す
。

1
．
昨
年
度
作
成
し
た
中
期
事
業
計
画
の
効
率
的
な
実

践
に
よ
り
就
業
の
拡
大
、
経
営
の
健
全
化
を
目
指
し

ま
す
。

2
．
セ
ン
タ
ー
の
要
は
会
員
の
拡
大
、
な
か
で
も
女
性

会
員
の
増
強
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

3
．
令
和
4
年
の
創
立
30
周
年
記
念
事
業
の
成
功
を
目

指
し
、
準
備
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

「
総
務
部
会
」

　

令
和
3
年
度
第
1
回
総
務
部
会
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、
30
周
年
記
念
事
業
（
主
に
記
念
誌

の
作
成
日
程
）
の
報
告
、
ま
た
、
吉
岡
博
人
新
部
会
員

の
承
認
、
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
議
事
項
は
、
総

務
部
会
事
業
計
画
（
案
）
の
文
言
の
訂
正
、
広
報
委
員

会
事
業
計
画
（
案
）
の
文
言
の
訂
正
、
事
故
報
告
、
苦

情
報
告
の
会
員
発
信
態
勢
、中
期
計
画
の
と
り
ま
と
め
、

総
会
に
お
い
て
の
会
員
表
彰
、
理
事
定
数
の
下
限
引
き

下
げ
の
定
款
変
更
、
以
上
6
項
目
の
協
議
、
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

「
事
業
部
会
」

　

今
年
度
も
昨
年
に
継
続
し
た
運
営
と
と
も
に
、
更
に

少
子
高
齢
化
が
進
む
状
況
の
中
、
地
域
社
会
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
期
待
や
要
望
に
応

え
ら
れ
る
事
業
運
営
を
推
進
し
ま
す
。
会
員
の
健
康
、

安
全
確
保
、
無
事
故
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
明
る
く

元
気
に
楽
し
く
就
業
で
き
る
環
境
作
り
や
問
題
点
、
課

題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の
機
会
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。
新
規
会
員
募
集
と
平
行
し
て
、
現
行
業
務
の
維
持

拡
大
、
新
規
就
業
機
会
の
拡
大
施
策
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
機
関
誌
や
H
P
を
活
用
し
て
幅
広

く
情
報
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
区
統
括
部
会
」

　

令
和
3
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
る
と
思
い

ま
す
が
、
年
間
計
画
お
よ
び
中
期
計
画
を
元
に
、
6
地

区
に
お
け
る
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
各
地
区

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
の
親
睦
（
特
に
6
地
区
の
横
軸

強
化
に
よ
り
、
各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
そ
の
地
区
以
外

の
会
員
が
参
加
で
き
る
施
策
づ
く
り
）
や
、
地
域
に
密

着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
注
い
で
参
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
も
意
識
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
実

施
に
よ
る
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
る
ご
意
見
、

提
案
等
を
大
い
に
活
か
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
就
業
開
拓
委
員
会
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
制
限
さ
れ
る
中
、
委
員
、
事
務

局
が
一
体
と
な
っ
て
新
規
就
業
先
開
拓
に
精
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
数
企
業
か
ら
採
用
の

内
諾
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
新

規
開
拓
し
た
就
業
先
に
応
募
す
る
会
員
が
な
く
、
就
業

を
断
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事

態
は
セ
ン
タ
ー
の
信
用
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
原
因
を

分
析
・
考
察
し
て
会
員
を
遅
滞
な
く
送
り
出
せ
る
よ
う
、

ま
た
会
員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
方
策
を
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検
討
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
委
員
会
」

　

令
和
3
年
度
は
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
安
全

就
業
推
進
大
会
へ
の
安
全
委
員
会
の
参
加
、
及
び
事
故

発
生
時
に
お
け
る
事
故
検
証
」
等
を
実
施
し
、
更
な
る

事
故
防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
事
業
部
会
、
ラ
ン
ク

審
査
委
員
会
と
連
携
し
各
種
講
習
会
に
参
加
し
、
安
全

に
対
す
る
意
識
を
深
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
猛
暑
日

が
続
く
中
で
の
熱
中
症
予
防
、
蜂
刺
さ
れ
等
の
予
防
、

事
故
発
生
時
に
は
事
故
概
要
を
、「
事
務
局
だ
よ
り
」

を
通
し
て
通
知
し
て
参
り
ま
す
。

「
女
性
活
躍
委
員
会
」

　

令
和
3
年
度
も
女
性
会
員
皆
様
の
お
力
、
ご
協
力
の

も
と
、
次
の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
女
性
会
員
拡
大
の
た
め
、
茎
崎
地
区
・
谷
田
部
地

区
に
お
い
て
女
性
限
定
入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
　

ま
た
、
全
地
区
、
10
月
と
2
月
を
新
会
員
獲
得
強

化
月
間
と
し
ま
す
。

二
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
「
布
草
履
、
給
食
袋
、

エ
コ
バ
ッ
グ
等
」
手
作
り
小
物
品
を
作
製
し
ま
す
。

三
、
女
性
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
9
月
・
11
月
に
開
催
し
ま

す
。
9
月
に
つ
い
て
は
、
9
月
28
日
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
東
雲
を
予
約
、
小
倉
洋
子
講
師
を
迎
え
て
講
演
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

四
、女
性
活
躍
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
3
月
に「
先

進
地
視
察
研
修
」
を
予
定
し
ま
し
た
。

五
、
円
滑
な
推
進
の
た
め
に
委
員
会
を
年
6
回
奇
数
月

に
開
催
し
ま
す
。

〈
対
談
特
集
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
か
ら
〉

ど
う
育
て
る
就
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
の
中
、
先
行
き
は

未
だ
楽
観
を
許
さ
ず
、
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
会
員
の

活
動
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
局
面

を
乗
り
越
え
シ
ル
バ
ー
ら
し
い
人
生
を
送
る
に
は
、
地

域
高
齢
者
と
し
て
セ
ン
タ
ー
で
就
業
機
会
の
確
保
と
社

会
活
動
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
考
え

ま
す
。
社
会
情
勢
、
労
働
状
況
な
ど
の
変
化
を
考
慮
し

つ
つ
、
予
て
か
ら
の
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
“
就

業
”
に
つ
い
て
、
現
状
の
分
析
と
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
べ
き
か
を
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
、
尾

台
理
事
長
、
成
島
副
理
事
長
、
松
浦
事
務
局
長
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。前
の
34
号
に
続
く
課
題
で
す
。

	

（
広
報　

大
塚
・
山
内
）

（
1
）
セ
ン
タ
ー
の
就
業
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
：

　
（
尾
）
就
業
に
つ
い
て
。
昨
年
4
月
か
ら
の
同
一
労

働
同
一
賃
金
や
、
今
年
四
月
か
ら
企
業
が
70
歳
ま
で
の

人
を
雇
用
す
る
努
力
義
務
を
課
せ
ら
れ
、
公
務
員
の
65

歳
定
年
の
法
制
化
、
ま
た
請
負
事
業
と
思
わ
れ
る
仕
事

が
派
遣
事
業
に
移
行
が
進
む
中
で
、
シ
ル
バ
ー
に
と
っ

て
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
状
況
が
出
て
き
て
い
る
。
こ

う
い
う
背
景
で
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
一
方
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
と
は
言
っ
て
も
労
働
が
き
つ
く
な
れ

ば
、
就
業
を
敬
遠
し
て
し
ま
う
会
員
が
多
く
な
ら
な
い

だ
ろ
う
か
。
派
遣
事
業
が
雇
用
側
に
と
っ
て
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
の
問
題
が
生
じ
、
シ
ル
バ
ー
の
派
遣
事
業
が
不

利
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
高
齢
化
と
い
う
こ

と
が
雇
用
側
の
受
け
入
れ
態
勢
に
影
響
を
与
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、シ
ル
バ
ー

に
と
っ
て
、
い
か
に
就
業
先
を
確
保
で
き
る
か
が
、
大

き
な
命
題
と
な
っ
て
く
る
。

（
2
）
派
遣
事
業
と
請
負
事
業
：

　
（
尾
）
有
力
な
就
業
分
野
で
あ
る
請
負
事
業
に
つ
い

て
、
剪
定
作
業
の
就
業
者
の
高
年
齢
化
が
進
み
、
木
に

登
っ
た
り
梯
子
に
登
っ
た
り
で
き
る
の
か
、
後
継
者
不

足
の
悩
み
が
あ
る
し
、
剪
定
技
術
は
簡
単
に
は
習
得
で

き
な
い
。
請
負
事
業
で
は
、
後
継
者
育
成
と
、
技
術
の

継
承
が
最
大
の
課
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま

え
て
、
効
率
の
高
い
低
い
も
考
え
な
い
と
、
先
行
き
が

苦
し
く
な
る
。
派
遣
事
業
に
つ
い
て
。
一
つ
の
現
象
と

し
て
、
派
遣
に
な
る
と
請
負
で
の
五
年
間
（
就
業
）
の

制
限
が
な
く
な
り
、
就
業
者
も
就
業
先
も
固
定
化
す
る

恐
れ
が
出
て
く
る
た
め
に
、
結
果
的
に
働
く
先
が
細
く

な
り
、
シ
ル
バ
ー
に
と
っ
て
不
利
な
状
況
に
な
っ
て
く

る
。

（
3
）
新
規
事
業
展
開
を
ど
う
す
る
の
か
：

　

八
人
の
メ
ン
バ
ー
で
企
業
開
拓
を
行
っ
て
い
る
が
、

新
し
い
事
業
の
展
開
で
は
危
機
感
を
も
っ
て
や
ら
な
い

と
、
こ
の
先
は
不
透
明
で
今
ま
で
と
は
違
う
流
れ
が
あ

◆
や
ま
び
こ
◆

　

不
覊
奔
放
に
襲
っ
て
く
る
大
地
震
や
大
津
波
は
、

大
災
害
を
も
た
ら
す
。
今
年
3
月
、
政
府
が
発
表
し

た
今
後
30
年
内
に
震
度
6
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ

れ
る
確
率
を
示
し
た「
全
国
地
震
動
予
測
地
図
」で
は
、

茨
城
県
水
戸
市
は
81
％
と
極
め
て
高
い
。
今
年
宮
城

県
沖
で
、
三
月
M
6
・
9
、
五
月
M
6
・
8
と
い
う

気
に
な
る
海
底
地
震
も
起
き
て
い
る
。
ギ
リ
ギ
リ
で

津
波
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
日
頃
か
ら
防
災
と

避
難
の
心
構
え
と
備
え
を
や
っ
て
お
こ
う
！
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る
の
で
、
先
行
き
が
読
め
な
い
。
現
実
で
は
、
公
共
の

仕
事
が
減
少
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
法
律
の
規
制
も
絡

み
、
布
団
洗
い
や
市
の
刊
行
物
配
布
の
仕
事
が
な
く

な
っ
た
。
公
園
の
施
設
管
理
の
仕
事
も
減
っ
て
い
る
。

請
負
事
業
で
も
、
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
望
ま

し
い
結
果
が
出
る
事
業
に
な
る
よ
う
に
よ
く
考
え
な
い

と
、
こ
れ
か
ら
た
い
へ
ん
な
状
況
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
。
流
れ
が
今
ま
で
と
は
違
っ

て
き
て
い
る
。
年
齢
的
に
仕
事
に
対
応
で
き
る
の
か
、

そ
れ
に
仕
事
そ
の
も
の
が
あ
る
の
か
、
競
争
に
さ
ら
さ

れ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
相
応
の
覚
悟
を
持
っ
て
就
業
し

な
い
と
、企
業
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
事
に
な
る
。

セ
ン
タ
ー
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
見
な
が
ら
、
五
カ

年
計
画
を
ど
う
立
て
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
骨
子
と

な
る
中
長
期
計
画
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

（
4
）
就
業
関
係
で
気
に
な
る
こ
と
：

　
（
尾
）
会
員
の
状
況
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
探
す
が
、

せ
っ
か
く
発
注
し
て
い
た
だ
い
た
仕
事
に
会
員
が
就
業

し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
例
え
ば
、
園
児
の
送
迎
バ
ス

の
添
乗
員
や
介
護
施
設
の
お
弁
当
の
盛
り
付
け
な
ど
、

応
募
者
が
い
な
い
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
運
転

免
許
証
が
な
く
て
通
勤
手
段
が
な
い
の
か
。
仕
事
に
よ

り
3
K
で
敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
か
。
今
後
の
課
題
の
一

つ
と
し
て
、
剪
定
や
障
子
貼
り
事
業
に
は
、
後
継
者
発

掘
と
育
成
が
、
差
し
迫
っ
た
喫
緊
の
課
題
で
す
。

（
5
）
最
近
の
セ
ン
タ
ー
の
実
績
：

（
松
）
全
体
的
に
見
て
、
昨
年
は
そ
れ
ま
で
よ
り
一
割

以
上
、
落
ち
て
い
る
。（
別
紙
参
照
）

（
尾
）コ
ロ
ナ
の
せ
い
も
あ
る
が
、従
来
か
ら
の
仕
事
で
、

規
制
な
ど
の
絡
み
も
あ
っ
て
公
共
の
仕
事
が
減
っ
た
り

な
く
な
っ
た
り
し
た
打
撃
が
大
き
い
。

（
6
）
女
性
会
員
の
思
い
：

（
成
）
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
女
性
会
員
が
思
っ
た
こ
と
、

行
動
し
た
こ
と
を
別
紙
に
ま
と
め
て
お
い
た
。（
別
紙

の
ア
ン
ケ
ー
ト
参
照
）。
総
じ
て
、
女
性
の
行
動
は
慎

重
だ
が
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
を

望
ん
で
い
る
人
た
ち
も
多
い
だ
ろ
う
。
シ
ル
バ
ー
の

仕
事
で
得
ら
れ
る
さ
さ
や
か
な
金
額
で
も
、
そ
の
人
に

と
っ
て
大
切
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と

を
セ
ン
タ
ー
が
汲
み
取
っ
て
、
い
か
に
女
性
会
員
を
取

り
込
む
か
が
、こ
れ
か
ら
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

〈
女
性
会
員
た
ち
の
活
躍
〉

「
な
で
し
こ
桜
」
宍
塚
の
里
山
散
策

　

5
月
27
日
は
茨
城
県
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
で

N
P
O
法
人
「
宍
塚
の
自
然
と
歴
史
の
会
」
の
田
上
公

恵
さ
ん
の
案
内
で
宍
塚
周
辺
を
散
策
し
ま
し
た
。
当
日

は
小
雨
降
る
悪
天
候
で
し
た
が
、
8
人
の
参
加
者
の
要

望
で
決
行
し
ま
し
た
。
最
初
に
里
山
の
中
の
田
ん
ぼ
に

行
き
、
自
然
農
法
を
行
っ
て
い
る
逢
坂
福
信
さ
ん
か
ら

表 1　就業実績比較
（額：円）

平成30年度 令和元年度 令和2年度
請負事業

就業実人員 525 455 295
受注件数 4,609 4,390 3,755
実績額 284,001,515 264,378,086 163,084,340

派遣事業
就業実人員 136 147 249
実績額 68,588,053 83,292,645 135,135,949

合計
就業実人員 661 602 544
実績額 352,589,568 347,670,731 298.220,289

表 2 　アンケート：女性活躍委員会十名からの回答です。（回答があったもののみ記載）

＜コロナ禍でどのような影響があったのか？＞
（1）影響があった場合、どのようなことが起きたのか？
　＊会社の仕事が休みになった。
　＊仕事が休みになった（建物が休館になったため。）
　＊休業手当がありませんでした。
（2）影響があった人には、どのようなことが起きたのか？
　＊運動不足により、腰痛がおきた。
　＊好きな趣味ができなくなってしまいました。体が動きにくい。イベントが無くなり、寂
しい。

　＊家にこもるようになった。いろいろな活動が中止になった。家族に会えなくなった。
　＊家族と会えない（県外にいるため）。
（3）コロナとその前で違ったことはある？
　＊あまり良いニュースがないため、ストレスがたまる。
　＊活気がなくなってしまいました。
　＊様々な活動ができなくなってしまいました。
　＊常にマスクをするようになった。散歩、買い物以外、外出できなくなった。
　＊買い物にあまり行かなくなった。
　＊仕事関係でお世話をしていた子どもが少なくなった。
　＊マスクの生活が続いています。手洗いも習慣になりました。
　＊運動（クラブ在籍）、会食、旅行、帰省など不可能になりました。
　＊我々の仕事は、消毒、マスクが必須です。会社自体、一回目の緊急事態宣言の時は自粛
を徹底しました。現在はお客さまが東京からも来るようになっています。

（4）その他の意見：
　＊腰、肩などを動かす運動を、数人でしたいです。
　＊休業手当をお願いします。
　＊以前のように、旅行に行きたいです。
　＊コロナのために、活動では少なからず影響が起きているかもしれません（小物作り活動
の件）

　＊休業保障があればいいのですが。
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そ
の
稲
作
法
を
聞
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
イ
ネ
と
雑
草
の
共
存
で
生
物

多
様
性
を
高
め
る
と
共
に
イ
ネ
の

収
量
増
大
を
図
る
も
の
で
、
参
加

者
か
ら
水
や
雑
草
の
管
理
等
の
活

発
な
質
問
が
出
ま
し
た
。
里
山
を

歩
き
な
が
ら
聞
い
た
植
物
や
生
き

物
の
種
類
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
、
近
辺
に
多
く
の
古
墳
が
点
在
す
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
1
9
8
9
年
発
足
の
こ
の
N
P
O
法

人
で
は
定
期
的
な
観
察
会
と
里
山
の
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
宍
塚
大
池
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等

の
外
来
種
が
従
来
種
を
駆
逐
し
生
態
系
が
一
変
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
雨
足
が
強
く
な
り
こ
の
時
点
で
散
会
し

ま
し
た
。
短
時
間
で
し
た
が
宍
塚
周
辺
の
悠
久
の
自
然

と
歴
史
に
触
れ
て
心
身
が
洗
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。	

記
：
桜
地
区
長　

加
地
浩
成

〈
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
習
会
を
開
催
〉

　

令
和
3
年
2
月
24
日
と
3
月
3
日
、
2
回
に
分
け

て
、
入
会
6
年
、
入
会
3
年
の
1
0
0
名
の
内
、
37

名
（
内
女
性
7
名
）
の
参
加
を
得
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
会
し
て
数
年
を
経
て

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
に
も
慣
れ
、
と
も
す
る
と
忘
れ
が
ち

な
セ
ン
タ
ー
存
立
の
目
的
…
…
高
齢
者
が
元
気
で
就
業

す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
き
が
い
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
…
…
を
も
う

一
度
確
認
し
よ
う
と
の
趣
旨
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
元
気
は
つ
ら
つ
。
講
習
会
主
催

の
担
当
者
青
木
会
員
は
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
皆
が
安
心
し
て
働
け

る
陰
に
は
、支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
、

シ
ル
バ
ー
創
立
の
理
念
の
一
つ
、
共
助

が
こ
こ
に
息
づ
い
て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。（
研
修
会
・
講
習
会
分
科
会
よ
り
）

〈
企
業
探
訪
〉

日
本
最
大
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
展
開
す
る

�

水み
も
り杜
の
郷さ

と

　

ワ
ー
す
ご
い
、見
渡
す
限
り
ソ
ー
ラ
ー
発
電
パ
ネ
ル
！

　

こ
こ
は
、
つ
く
ば
市
北
部
水
守
の
地
に
展
開
す
る
約

54　
ha
（
54
万
㎡
）、
東
京
ド
ー
ム
の
約
12
倍
、
日
本
最

大
規
模
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
い

る
水
杜
の
郷
㈱
の
農
場
で
す
。

　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
パ

ネ
ル
で
発
電
し
て
売
電
す
る
だ
け
で
な
く
、
農
地
と
し

て
作
物
を
栽
培
す
る
営
農
型
複
合
事
業
で
す
。
地
上
よ

り
3
m
程
の
と
こ
ろ
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
並
べ
、
そ
の

下
で
日
陰
と
冷
涼
な
気
候
、
乾
燥
を
好
む
高
麗
人
参
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
水
杜
の

郷
を
訪
ね
、
岡
田
顧
問
、

技
術
者
の
金
さ
ん
、
商
品

創
り
の
路
川
さ
ん
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
高
麗
人
参

を
選
ん
だ
理
由
や
栽
培
管
理
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。
こ
こ
水
守
地
域
の
農
家
は
、
畑
に
芝
を
栽
培
し
て

い
ま
し
た
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
2
0
0
8
年
）
以

降
、
芝
の
需
要
が
低
迷
し
、
高
齢
化
と
農
業
従
事
者
の

減
少
で
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
東

日
本
大
震
災
、
福
島
の
原
子
力
発
電
所
事
故
が
起
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
考
え
が
一
変
、
太
陽
光
・
風
力

発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年
7
月
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
（
F
I
T
）
が
開
始

さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
2
0
1
3
年
3
月
に
農
水
省
が
指

針
を
発
表
、
営
農
を
継
続
す
る
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ

ば
、
農
地
に
太
陽
光
発
電
施
設
な
ど
を
可
能
と
す
る
な

ど
の
転
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
杜
の
郷
は
、
2
0
1
3
年
よ
り
農
家
か
ら
耕
作
放

棄
地
や
農
地
を
年
10
ａ
10
万
円
程
度
で
借
り
上
げ
、
太

陽
光
発
電
と
高
麗
人
参
を
中
心
に
営
農
の
共
存
事
業
を

進
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
地
域
活
性
化
へ
の
道
を

開
き
ま
し
た
。
農
家
は
大
歓
迎
で
、
借
用
地
は
当
初

高麗人参栽培の風景（5月半ば現在）健康と美容ドリンク「みもりの神泉」

開発担当の金さんと商品創りの路川さん

岡田顧問

延々と続くソーラーパネルとその下の農地
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30　
ha
か
ら
54　
ha
と
拡
大
し
ま
し
た
。

　

高
麗
人
参
は
、
古
く
か
ら
不
老
長
寿
薬
と
知
ら
れ
、

滋
養
強
壮
、
貧
血
、
鎮
静
作
用
、
更
年
期
障
害
、
精
力

増
強
な
ど
の
薬
効
が
確
認
さ
れ
、
信
州
な
ど
の
高
地
の

冷
涼
な
北
向
き
斜
面
で
栽
培
さ
れ
、
暑
熱
と
湿
気
を
嫌

い
栽
培
が
難
し
い
作
物
で
す
。
収
穫
ま
で
に
は
4
～
6

年
、
毎
年
植
え
替
え
が
必
要
と
同
時
に
、
豊
か
な
土
壌

が
必
要
不
可
欠
で
、
土
壌
や
水
の
管
理
、
ネ
ズ
ミ
な
ど

獣
・
虫
害
防
除
な
ど
気
を
緩
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

栽
培
に
つ
い
て
は
、
農
家
、
大
学
と
連
携
し
、
中
国
吉

林
省
か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
金
忠
烈
さ
ん
を
招
聘

し
、
栽
培
の
研
究
・
商
品
の
開
発
に
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
2
0
1
9
年
に
や
っ
と
収
穫
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
昨
秋
約
10　
t
の
西
洋
人
参
収
穫
に
成

功
、そ
れ
以
来
、サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
性
（「
持
続
可
能
な
」

と
い
う
意
。）
を
重
視
す
る
大
手
企
業
の
関
心
を
集
め
、

食
品
、
飲
料
、
化
粧
品
や
自
然
食
専
門
商
社
な
ど
か
ら

引
き
合
い
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
ら
商
品
を
開
発

し
、
高
麗
人
参
ド
リ
ン
ク
「
み
も
り
の
神
泉
」
を
発
売

す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
開
始
時
の
従
業
員
は
4
名
で
し
た
が
、
繁
忙
期

に
は
シ
ル
バ
ー
の
応
援
も
含
め
、
一
日
40
人
以
上
が
雇

用
さ
れ
、
こ
の
う
ち
常
勤
者
24
名
は
、
す
べ
て
水
守
の

土
地
所
有
者
だ
と
い
い
ま
す
。
今
後
も
持
続
可
能
な
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
地
域
貢
献
、
発
展
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

〈
歴
史
に
学
ぶ
〉

ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク

　

前
号
は
難
解
な
大
国
中
国
で
し
た
。
今
号
は
、
祖
国
ト

ル
コ
を
滅
亡
の
危
機
か
ら
救
い
、
近
代
国
家
に
建
て
直
す

大
事
業
を
、
ひ
と
り
で
成
し
遂
げ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
ト
ル
コ
中
興
の
祖
「
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ
ル
・
ア

タ
チ
ュ
ル
ク
」（
1
8
8
1
～
1
9
3
8
）
の
話
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
学
校
の
世
界
史
で
、
ケ
マ
ル
の
こ
と
を

習
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ケ
マ
ル
は
鉄
の
意
志
、判
断
力
、

統
率
力
を
持
っ
て
、
英
仏
露
な
ど
列
強
の
不
当
な
干
渉

を
退
け
つ
つ
、
当
時
複
雑
な
多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
オ

ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
帝
国
の
イ
ス
ラ
ム
体
制
で
は
不
可
能

な
「
政
教
分
離
」
を
断
行
し
て
、崩
壊
寸
前
の
祖
国
を
、

近
代
国
民
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
で
す
。
と
に

か
く
「
イ
ス
ラ
ム
聖
法
」
と
い
う
も
の
が
、
国
法
よ
り

優
先
し
て
、
国
家
と
人
を
支
配
し
て
い
た
の
で
す
。

　

オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
帝
国
と
は
、
中
央
ア
ジ
ア
（
ア

ル
タ
イ
山
脈
あ
た
り
と
言
わ
れ
る
）
を
祖
先
の
地
と

す
る
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
族
の
一
つ
が
、
西
ア
ジ
ア
に

移
動
し
て
そ
こ
で
勃
興
し
た
イ
ス
ラ
ム
大
国
で
す
。

1
2
9
9
年
帝
国
が
成
立
、
1
4
5
3
年
に
は
ビ
ザ
ン

ツ
帝
国
を
滅
ぼ
し
、
十
六
世
紀
に
は
帝
国
の
最
大
版
図

が
、西
ア
ジ
ア
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
バ
ル
カ
ン
半
島
が
主
）、

ア
フ
リ
カ
の
三
大
陸
に
及
び
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
帝
国

は
徐
々
に
衰
退
の
道
を
歩
み
始
め
る
の
で
す
。

　

ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
（
ム
ス
タ

フ
ァ
、
ケ
マ
ル
は
と
も
に
少
年
の
時
に
つ
け
ら
れ
た
名

前
で
、
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
は
ト
ル
コ
の
父
と
い
う
尊
称
）

は
、
人
々
か
ら
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
（
パ
シ
ャ
は
将
軍
）

と
も
慕
わ
れ
、
の
ち
の
新
生
ト
ル
コ
共
和
国
の
初
代
大

統
領
に
な
り
ま
す
。
幼
少
期
か
ら
軍
の
学
校
に
進
み
、

優
秀
な
学
業
成
績
を
収
め
、
陸
軍
大
学
に
進
み
ま
す
。

数
学
の
先
生
が
ケ
マ
ル
の
優
れ
た
才
能
を
見
抜
い
た
そ

う
で
、
こ
の
辺
り
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
話
と
似
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
陸
軍
大
学
卒
業
後
、
勇
敢
で
統

率
力
に
優
れ
た
軍
人
と
し
て
、
ケ
マ
ル
は
数
々
の
勲
功

を
立
て
ま
す
が
、
急
進
的
な
改
革
の
考
え
が
敬
遠
さ
れ

僻
地
に
追
い
や
ら
れ
る
な
ど
、
彼
の
行
動
は
度
々
挫
折

の
目
に
遭
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

1
9
1
4
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
で
は
、
ト
ル

コ
軍
部
が
独
走
し
て
枢
軸
国
側
に
立
っ
て
参
戦
し
ま
し

た
が
、
結
局
、
ト
ル
コ
は
敗
戦
国
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
大
戦
中
、
連
合
軍
に
よ
る
ダ
ー
ダ
ネ
ス
ル
海
峡
侵

攻
作
戦
で
は
、
ケ
マ
ル
将
校
は
自
ら
最
前
線
に
立
っ
て

兵
卒
を
励
ま
し
、
奮
起
し
た
兵
士
た
ち
が
、
優
勢
な
連

合
軍
を
撃
退
し
た
こ
と
は
、
戦
史
で
高
く
評
価
さ
れ
た

戦
い
で
す
。
そ
も
そ
も
連
合
国
の
腹
は
、
ト
ル
コ
を
潰

そ
う
と
い
う
も
の
で
、
大
戦
中
に
列
強
に
よ
り
画
策
さ

れ
た
有
名
な
「
サ
イ
ク
ス
＝
ピ
コ
条
約
」（
ト
ル
コ
領

分
配
密
約
）
で
も
明
ら
か
で
す
。

　

崩
壊
寸
前
の
祖
国
の
立
て
直
し
と
近
代
化
実
現
の
た

め
に
ケ
マ
ル
は
立
ち
上
が
り
、
イ
ス
ラ
ム
体
制
の
改
革

と
革
命
を
進
め
ま
し
た
。
22
年
ス
ル
タ
ン
制
廃
止
（
オ

ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
帝
国
滅
亡
）、
23
年
ト
ル
コ
共
和
国

成
立
宣
言
と
ケ
マ
ル
初
代
大
統
領
就
任
、
24
年
カ
リ
フ

（
イ
ス
ラ
ム
教
最
高
指
導
者
）
制
を
廃
止
し
、
オ
ス
マ

ン
王
家
の
す
べ
て
を
国
外
追
放
し
、
宗
教
裁
判
所
の
廃

止
、
学
校
に
於
け
る
宗
教
教
育
の
禁
止
、
モ
ス
ク
所
有

の
土
地
の
国
有
化
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

24
年
、
政
教
分
離
を
基
本
に
し
た
新
ト
ル
コ
共
和
国

憲
法
制
定
で
は
、
主
権
在
民
と
最
高
国
法
が
憲
法
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
て
、
一
切
の
宗
教
法
を
無
効
と
し

て
い
ま
す
。
新
生
ト
ル
コ
共
和
国
が
行
っ
た
徹
底
し
た

改
革
と
は
：〈
国
民
服
装
革
命
（
ヴ
エ
ー
ル
で
女
性
の

顔
を
隠
す
こ
と
を
禁
止
）〉〈
教
育
革
新
〉〈
婦
人
参
政
権
〉



きずな VOL.035　Page 8

〈
文
字
革
命
（
ロ
ー
マ
字
で
ト
ル
コ
語
を
表
記
。
ア
ラ

ビ
ア
文
字
に
よ
る
出
版
を
禁
止
）〉〈
言
語
改
革
運
動
と

伝
統
的
ト
ル
コ
語
の
復
活
）〉〈
姓
の
普
及
〉〈
メ
ー
ト

ル
法
や
太
陽
歴
の
採
用
〉。

　

国
民
の
教
育
改
革
で
は
、
初
等
教
育
（
小
学
校
）
を

男
女
と
も
に
義
務
化
し
、
教
育
の
普
及
と
識
字
率
の
向

上
を
図
り
、
さ
ら
に
女
子
へ
の
高
等
教
育
機
関
が
多
数

作
ら
れ
、
女
性
エ
リ
ー
ト
官
僚
へ
の
道
が
開
か
れ
ま
し

た
。
日
本
よ
り
は
る
か
に
早
く
進
ん
だ
改
革
で
す
。

　

西
欧
型
近
代
国
家
を
目
指
す
ト
ル
コ
共
和
国
の
方
向

が
、「
世
俗
主
義
」脱
イ
ス
ラ
ム
化
の
徹
底
、「
国
家
主
義
」

～
国
家
資
本
主
義
的
経
済
や
産
業
の
育
成
、「
民
族
主

義
」
～
ト
ル
コ
文
化
復
興
、
と
さ
ら
に
明
確
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
改
革
の
背
景
と
意
義
を
考
え
れ
ば
、
よ
く

ぞ
こ
こ
ま
で
と
思
う
ば
か
り
で
す
。
親
日
家
と
言
わ
れ

る
ケ
マ
ル
が
、
明
治
維
新
も
参
考
に
し
た
こ
と
は
確
か

で
し
ょ
う
。
ケ
マ
ル
は
外
交
家
と
し
て
も
敏
腕
を
ふ
る

い
、
列
強
な
ど
と
渡
り
合
っ
て
国
益
を
守
る
一
方
、
帝

国
が
露
土
戦
争
遂
行
の
た
め
に
借
り
た
借
金
を
、
ケ
マ

ル
の
決
意
と
し
て
、
ト
ル
コ
は
苦
し
い
台
所
事
情
で
し

た
が
、
彼
の
死
後
も
長
い
時
間
を
か
け
て
完
済
し
た
そ

う
で
す
。

　

現
在
の
ト
ル
コ
共
和
国
の
国
旗
は
新
月
旗
と
言
わ

れ
、
赤
は
勇
気
・
力
強
さ
を
、
三
日
月
と
星
は
民
族
の

進
歩
・
独
立
を
表
わ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
十
五
世
紀

に
オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
帝
国
が

国
章
に
定
め
た
こ
と
に
由
来
し
、

以
後
、
こ
の
三
日
月
と
星
は
イ
ス

ラ
ム
世
界
に
も
拡
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
十
字
は
中
東
で
敬
遠
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
新
年
度
に
臨
む
】

�

事
務
局
長
　
松
浦
裕
之

　

引
き
続
き
事
務
局
長
と
し
て
励

み
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
30
周
年
記
念
事

業
や
中
期
事
業
計
画
な
ど
前
年
度

に
比
べ
て
業
務
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
事
務
局
職
員
と

一
緒
に
順
調
に
業
務
を
遂
行
し
て
、
会
員
の
皆
様
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

私
と
と
も
に
行
動
す
る
我
が
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
紹

介
し
ま
す
。

（
正　

職　

員
）：
澤
田
裕
美　

中
根
裕
子　

小
菅
真
吾

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
伸
之

（
嘱
託
職
員
）：
菊
地
慶
子　

照
山
拓
海

（
非
常
勤
職
員
）：
吉
田
建
二　

阿
部
真
理
子

　
　
　
　
　
　
　

瀬
川　

治　

山
﨑
清
治　

寺
田
佳
樹

〈
お
知
ら
せ
〉

ご
存
じ
で
す
か
？
就
業
の
た
め
の
支
援
！

無
料
の
「
技
能
講
習
お
よ
び
就
業
体
験
」
の
ご
案
内

　

人
手
不
足
分
野
や
現
役
世
代
を
支
え
る
分
野
で
の
担

い
手
不
足
が
問
題
と
な
る
中
、
高
齢
者
の
就
業
を
推
進

す
る
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
更
に
入
会
後
に

は
自
信
を
持
っ
て
就
業
で
き
る
よ
う
必
要
な
技
能
講
習

及
び
就
業
体
験
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
受
講
に
係
る

費
用
は
全
て
無
料
。
会
場
ま
で
の
交
通
に
係
る
費
用
、

飲
食
代
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
令
和
3
年
度
は

次
の
講
習
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
茨
城
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
の
H
P
を
ご
参
照
、
ま
た

t
e
l
：
0
2
9
¦
2
4
4
¦
4
6
2
2
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
就
業
体
験

は
省
略
し
ま
し
た
。

【
入
会
説
明
会
】

発行元　総務部広報委員会　〒 300-3257 つくば市筑穂 1-10-4（大穂庁舎内）
TEL 029-879-5199　FAX 029-879-5198　http://www.tsukuba-sc.com 

※
8
月
6
日
以
降
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら

の
事
務
局
だ
よ
り
、ま
た
は
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

8
月
5
日（
木
）

月　

日
13
時
30
分
～

時　

間
大
穂
庁
舎
3
階

シ
ル
バ
ー
会
議
室

場　

所

表
紙
の
説
明

　

令
和
3
年
4
月
、
自
宅
の
庭
で
の
光
景
。

ま
ゆ
状
の
中
に
1
㎝
く
ら
い
の
小
さ
な
ク
モ

（
左
端
）
が
潜
ん
で
お
り
、
細
く
伸
び
た
糸
の

先
に
は
虫
（
右
端
）
が
ク
モ
の
糸
に
捕
ま
っ

て
い
た
。

講　習　名 内　　　容 日数 定員

ドローン操作講習 ドローン運用と操作 2日 10人

介護スタッフ講習 介護補助の基本と技能 3日 10人

障子・襖貼り講習 障子・襖貼りの技能 2日 10人

施設管理スタッフ講習 施設管理業務の基本と
パソコン実務 3日 10人

清掃スタッフ講習 施設内清掃の基礎を
実習中心に 2日 10人

刈払機作業スタッフ講習 刈払機取扱の基本と技能 2日 10人

植木剪定スタッフ講習 植木剪定の基本と技能 2日 10人

松浦事務局長

（資料：Frameillust）


